
  
補
正
予
算

　

老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
で
は
、

平
成　

年
度
決
算
見
込
み
に
お
い
て
、

18

2
億
1
0
0
万
6
千
円
の
不
足
を
生
じ

る
た
め
、
平
成　

年
度
予
算
で
補
て
ん

19

を
し
、
補
正
後
の
総
額
を　

億
6
、
0

86

3
0
万
6
千
円
と
し
た
。

 
専
決
処
分
の
承
認

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
平
成　

年
度

18

に
お
い
て　

万
円
の
予
算
不
足
を
生
じ

20

た
た
め
、
平
成　

年
３
月　

日
に
補
正

19

30

予
算
の
専
決
処
分
を
行
っ
た
。 

　 
条　
　

例

�
専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
の
制
定
に
伴
い
、「
福
知
山
市
税
条

例
」及
び「
福
知
山
市
都
市
計
画
税
条

例
」に
つ
い
て
、平
成　

年
3
月　

日
に

19

31

専
決
処
分
に
よ
り
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

 
人
事
議
案

�
監
査
委
員

　
 
杉
山 　
 
金
三 

す
ぎ
や
ま 

か
ね
み
つ

�
農
業
委
員
会
委
員
（
議
会
選
出
）

　
 
塩  
見  
卯  
太  
郎 

し
お 

み 

う 

た 

ろ
う

　
 
中
島 　
 
英
俊 

な
か
じ
ま 

ひ
で
と
し

　
 
芦  
田 　
　
 
廣 

あ
し 

だ 

ひ
ろ
し

５
月
臨
時
市
議
会
の
概
要

５
月
臨
時
市
議
会
の
概
要

1

ふくちやまし 平成19年7月1日発行　No.67

福知山城 ドッコちゃん ドッコちゃん 福知山城 

　

5
月
臨
時
市
議
会
は
、
市
議
会
議
員
改
選
後
の
初
議
会
と
し
て　

日
か
ら　

日
ま

16

21

で
の
6
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
平
成　

年
度
福
知
山
市
老
人
保
健

19

医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
2
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
で
、
加
藤
弘
道
議
長
、
松
本
良
彦
副
議
長
を

選
出
す
る
と
と
も
に
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
構
成
を
行
っ
た
ほ

か
、「
由
良
川
改
修
促
進
」
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
杉
山
金
三
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

第２０期　福知山市議会議員（平成１９年５月８日）
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総　　務市民厚生経　　済文教建設
◎吉見 光則
○稲垣 司郎
　荒川 浩司
　杉山 金三
　和田 　久
　芦田 弘夫
　仲林 清貴

◎竹下 一正
○木戸 正�
　細見 秀樹
　大谷 洋介
　大西 敏博
　谷口 　守
　吉見 純男
　松本 良彦

◎福島 慶太
○武田 義久
　池田 雅志
　中島 英俊
　塩見 　仁
　芦田 　廣
　�宮 泰一
　永田 時夫

◎足立 　進
○審良 和夫
　奥藤 　晃
　野田 勝康
　高宮 辰郎
　塩見卯太郎
　井上 重典
　今次 淳一

総務委員会
　地域振興、施策の総合調整、
情報管理、秘書、広報、職員の任
免などを行う「企画管理部」、環
境の保全や対策などを行う「環境
政策部」、税金などの徴収、予算
編成、自治会、支所、議会などに
関することを行う「総務部」、市民
の生命と財産を守る「消防本部」
などに属する事項を審議する。

市民厚生委員会
　市民の福祉施策を進めたり、
健康推進などの施策を行う「保
健福祉部」、人権啓発の推進、
市民生活と緊密な戸籍、保険、
交通、労働、年金に関するこ
とを行う「市民人権部」、市民
の健康を守る「市民病院」に
属する事項を審議する。

経済委員会
　農林業の振興、農村地域環境
整備等を行う「農林部」、商工
業の振興、観光施策を行う「商
工観光部」、下水道、農業集落
排水、合併処理浄化槽事業の整
備を行う「下水道部」、ガス水
道の供給を行う「ガス水道部」
及び農業委員会に属する事項
を審議する。

文教建設委員会
　学校教育、社会教育などを行
う「教育委員会」、市管理の道
路及び河川、公営住宅、建設
工事などの総括を行う「土木建
築部」、都市計画、土地開発事
業などを行う「都市整備部」
に属する事項を審議する。

常任委員会

議会だより編集委員会
◎松本 良彦　○野田 勝康
　稲垣 司郎　　吉見 光則
　細見 秀樹　　木戸 正�
　大谷 洋介　　谷口 　守
　吉見 純男　　永田 時夫

「ふくちやまし議会だより」の編集、
発行等について協議する。

 杉山   金三  監査委員
すぎやま かねみつ

議会運営委員会
◎野田 勝康　○荒川 浩司
　吉見 光則　　審良 和夫
　高宮 辰郎　　和田 　久
　井上 重典　　今次 淳一
　仲林 清貴　　　　　　 

会期及び議事日程、進行、議案、 
意見書、請願等の取扱いを協議し、
円滑な運営をはかる。

◎委 員 長
○副委員長

 松本   良彦  副議長
まつもと よしひこ

 加  藤   弘道  議 長
か とう ひろみち

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
議
会
に

5
月
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
議
会
の
体
制

「
家
庭
か
ら
地
域
を
、地
域
か
ら
市
を
見
つ
め
、

住
ん
で
良
か
っ
た
福
知
山
」づ
く
り
を
め
ざ
し
て
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会 派 一 覧

3

人　数議　　　　員　　　　名会 派 名 等

５名◎武田 義久・野田 勝康・竹下 一正・芦田 弘夫・芦田 　廣福 政 会

８名
◎審良 和夫・塩見 　仁・井上 重典・松本 良彦・杉山 金三
　福島 慶太・池田 雅志・稲垣 司郎

新 政 会

３名◎荒川 浩司・奥藤 　晃・細見 秀樹市 民 派 ネ ッ ト

６名
◎仲林 清貴・足立 　進・吉見 純男・中島 英俊・�宮 泰一
　塩見卯太郎

日 本 共 産 党
福 知 山 市 会 議 員 団

２名◎大西 敏博・吉見 光則孜 政 会

３名◎高宮 辰郎・加藤 弘道・谷口 　守平 成 会

２名◎今次 淳一・大谷 洋介公 明 党 議 員 団

２名◎木戸 正�・和田 　久自 由 民 主 党 議 員 団

１名　永田 時夫いずれの会派にも所属しない議員

◎代表者（届け出順）

議会選出により議員が所属する各種委員会・協議会等

議会設置
由良川改修促進

◎和田 　久・○�宮 泰一・池田 雅志・奥藤 　晃・細見 秀樹・杉山 金三・高宮 辰郎
　塩見卯太郎・　塩見 　仁・今次 淳一・竹下 一正・芦田 弘夫

由良川改修事業の促進とともに、由良川の完全な治水の調査、研究を行う。

特別委員会

氏　　　名名　　　称氏　　　名名　　　称

杉山 金三・吉見 純男
芦田 弘夫

職員懲戒審査委員会
塩見卯太郎・中島 英俊
芦田 　廣

農 業 委 員 会

大谷 洋介・野田 勝康
谷口 　守・芦田 弘夫

自治功労者表彰審査委員会
足立 　進市営住宅入居者選考委員会

荒川 浩司・細見 秀樹
高宮 辰郎・加藤 弘道
永田 時夫

都 市 計 画 審 議 会 吉見 光則・竹下 一正
加藤 弘道・足立 　進

交 通 対 策 協 議 会

福島 慶太・�宮 泰一環 境 審 議 会奥藤 　晃青少年問題協議会

仲林 清貴人 権 問 題 協 議 会審良 和夫・井上 重典公民館運営審議会

池田 雅志・武田 義久
塩見 　仁

農 村 計 画 審 議 会
塩見卯太郎・今次 淳一図 書 館 協 議 会

大谷 洋介・吉見 純男国民健康保険運営協議会

松本 良彦・竹下 一正病院事業運営協議会木戸 正�・谷口 　守民 生 委 員 推 薦 会

松本 良彦高齢者対策協議会大西 敏博社会福祉協議会理事

稲垣 司郎夜久野町養豚団地環境保全委員会吉見 光則・和田 　久水 防 協 議 会



4

議会だより

【
５
月
】

8
日　

全
議
員
協
議
会（
初
登
庁
）

　
　
　

各
派
幹
事
会

　

日　

全
議
員
協
議
会
、各
派
幹
事
会

10
　

日　

全
議
員
協
議
会
、各
派
幹
事
会

11
　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議
、各
派
幹
事
会
、全
議
員
協
議
会

16
　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議
、常
任
委
員
会

17
　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議
、全
議
員
協
議
会
、議
会
だ
よ
り

21
　
　
　

編
集
委
員
会

　

〜　

日　

新
議
員
等
市
政
事
務
説
明
会

23

25

　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

28
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

29
　

日　

京
都
府
市
議
会
議
長
会

30
　

日　

京
都
府
北
部
五
市
議
会
連
絡
協
議
会

31

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

5
月
 

　

福
知
山
市
中
央
選
挙
区
で
は
、無
投
票

当
選
と
言
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、旧

3
町
で
は
、激
し
い
選
挙
戦
が
行
わ
れ
、全

体
で
9
名
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
、議
会

構
成
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
に
お
い
て
は
、第
4
次
行
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、合
併
後
の
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
、市

議
会
に
お
い
て
も
改
革
の
時
が
来
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、単
に「
議
員
定
数
」問
題
だ
け

に
限
り
ま
せ
ん
。事
後
評
価
か
ら
事
前
評

価
へ
と
移
行
す
る
中
、「
予
算
審
査
特
別
委

員
会
」の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
す
。よ

り
多
く
の
議
員
に
質
問
機
会
を
与
え
る
た

め
に
、質
問
方
式
の
検
討
も
重
要
で
す
。

　

一
方
、議
会
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
身
近

な
存
在
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
と

も
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
大
切
に
、議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
、気
軽

に
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

編
集
後
記

5 月臨時市議会常任委員会の審査報告
総務委員会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
2
号
専
決
処
分
の
承
認
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

専
決
第
4
号
福
知
山
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
か
か
る
固
定
資

産
税
の
減
額
処
置
の
該
当
見
込
み
件
数
と
そ
の
根
拠
、
ま
た

主
な
改
修
の
内
容
と
市
民
へ
の
周
知
徹
底
の
方
法
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
平
成　

年
度
に
介
護
保
険
制
度
、
障
害
者
福
祉

18

制
度
な
ど
を
利
用
し
て
一
定
補
助
金
を
受
け
た
あ
と
の
自
己

負
担
額
が　

万
円
以
上
あ
る
件
数
は　

件
で
あ
っ
た
。
改
修

30

10

工
事
と
は
廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
勾
配
の
緩
和
な
ど
の
８
項

目
で
あ
る
。
周
知
の
方
法
は
、
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
置
く
と
と

も
に
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
説
明
書
を
同
封
し
て

い
る
。
今
後
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
を
通
じ
て
周
知
を

は
か
り
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
等
に
対
す
る
税
率
の
特
例
措
置

の
適
用
期
限
の
延
長
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
と
の
質
疑
に
対
し

て
、改
正
の
目
的
は
、景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
に
配

慮
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
審
査
を
終
え
採
決
の
結
果
、
議
第
2
号
は
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

市民厚生委員会
　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
1
号
平
成　

年
度
老
人
保

19

健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
た
。

　

提
案
内
容
は
、
平
成　

年
度
決
算
見
込
み
に
お
い
て
、
国

18

庫
支
出
金
等
の
歳
入
が
不
足
し
た
た
め
に
繰
上
充
用
金
で
補

て
ん
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
平
成　

年
度

18

の
不
足
額
２
億
1
0
0
万
6
千
円
の
補
正
に
か
か
る
医
療
費

の
確
定
額
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
全
国
平
均

よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
の
質
疑
に
対
し
、
理
事

者
側
か
ら
は
全
国
平
均
の
医
療
費
に
つ
い
て
の
資
料
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
本
市
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
確

定
額
か
ら
算
出
す
る
と　

万
6
千
円
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に

65

な
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
審
査
を
終
わ
り
採
決
の
結
果
付
託
さ
れ
た

議
第
１
号
は
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

●発行日／平成19年７月１日　●発行／福知山市議会　●編集／福知山市議会だより編集委員会
福知山市字内記13の1　TEL.0773（24）7031

経済委員会
　

経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
２
号
専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て
、
委
員
全
員
で
慎
重
に
審
査
し
た
。

　

専
決
第
3
号
平
成　

年
度
福
知
山
市
水
道
事
業
会
計
補
正

18

予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
議
案
書
に
よ

り
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
に
入
っ
た
。

　

委
員
か
ら
予
定
し
て
い
た
企
業
債
償
還
金
変
更
の
具
体
的

な
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
一
定
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
基
づ
き
償
還
額
を
算
定
し
て
い
た
が
、
平
成　

年
度
分

18

企
業
債
償
還
金
確
定
額
と
相
違
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
に

伴
う
借
り
換
え
が
出
来
な
か
っ
た
端
数
分
が
関
係
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
審
査
は
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
2
号
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
た
。

議会だより編集委員会メンバー


